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本日の話題

○東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）
の津波について

○過去に関東地方を襲った地震と津波

○東京都が本年4月に発表した「東京都の新
たな被害想定について」



　　　　　　・東北地方太平洋沖地震
　　　　　　　　　　　　　　　　本震　　　　(気象庁発表資料）

発震時刻 ：2011年３月11日14時46分18.1秒

震央地名 ：三陸沖（宮城県牡鹿半島沖 ）

震源の緯度 　：　北緯38°06.2′
　　　　　経度　：　東経142°51.6′
　　　　　深さ　：　24km 

規模（マグニチュード） ： 9.0 （モーメントマグニチュード）

　　(気象庁；平成23 年３月 地震・火山月報（防災編）より）



180秒間の揺れ



震度分布
（最大震度は７）

東京は震度5強



岩手県大船渡港で観測された津波

地震発生　2時46分　　津波到着　３時１０分
　最大津波8.0m　3時18分気象庁HP気象庁HP

気象庁HP



津波観測地点付近において
　痕跡等から推定した津波の高さ
　　　　　　　　　　　　　(気象庁；平成23 年３月 地震・火山月報（防災編）より）

八戸(青森県） 　　　　　　6.2m
宮古(岩手県） 　　　　　　7.3m
釜石(岩手県） 　　　　　　9.3m 
大船渡(岩手県）　　　　11.8m
石巻市鮎川（宮城県）　　7.7m
相馬（福島県）　　　　　　 8.9m
　　　　　　　　　　　　　注：這い上がり高さとは異なる。



東大地震研
都司先生の資料より

津波の這い上がり高さ
　　三陸沿岸北部



東大地震研
都司先生の資料より

津波の這い上がり高さ
　　三陸沿岸南部



気仙沼
　2011年5月25日
　　左：　漁港付近
　　下：水産加工場群



石巻　2011年7月8日
石巻魚市場周辺



大槌　2012年1月7日
東大大気海洋研究所
国際沿岸研究センター

左：施設より山側を見る
下：漁港・町を見る　



太平洋岸に沿っての最大津波の分布図



太平洋沿岸の
津波分布



関東地方の地震・津波災害



1703年元禄の関東地震（M7.9～8.2）では、震源域が南東側に数十km以上広が
り房総半島沖にまで達していることが地殻変動の解析から明らかにされている

元禄関東地震の震源域の想定



大正関東大震災 住家全潰率
（注）破線は推定された震源断層の地表への投影を表す。

出典：武村雅之著『関東大震災－大東京圏の揺れを知る』鹿島出版会（2003）



関東大震災（1923）と元禄地震（1703）の津波

出典：羽鳥徳太郎・相田勇・梶浦欣二郎『南関東周辺における地震津波』
（1973，東京大学地震研究所編「関東大地震50周年論文集」）

津波



過去の地震による東京湾奥部の津波の高さ

羽鳥ら（２００６）より

G:元禄
A:安政
K:関東

品川　G 2m
　　　　K 1.3m

深川　G 1.5m
　　　　A 1m
　　　　K 0.8m



過去の地震による東京湾奥部の津波の高さ

羽鳥ら（２００６）より

G:元禄
A:安政
K:関東

品川　G 2m
　　　　K 1.3m

深川　G 1.5m
　　　　A 1m
　　　　K 0.8m



羽鳥ら（2006）



東京湾海底地形図

特徴
○浦賀水道（富津と観音崎を
　　結ぶ線：赤線）で、地形が
　　大きく曲がりくねっている。

○浦賀水道から湾奥側で
　　急激に浅くなる。
　水深が急変　600m→20mに。



東京湾の海底地形図（単位m）



東京都の新たな被害想定について
首都直下地震等による東京の被害想定

東日本大震災を踏まえ、地震災害による
現行の被害想定を見直し。

（2012年4月18日発表）

概要版

　　



１９９０年から２０００年までの世界の地震の震央分布
マグニチュード４．０以上、深さ５０ｋｍより浅い地震　

海溝型地震の発生域が明確



直下型地震に繋がる断層帯と想定される地震の規模





被害想定





元禄型関東地震による津波高想定図

T.P.は東京湾中等潮位

被害想定域が河口域や河川沿いに集中







　東京湾・浦賀水道沿岸における元禄関東津波・安政
東海津波の状況を，1923 年関東地震津波などと比較検
討した．
○両津波は湾内で顕著に減衰するが，東京では
　隅田川河岸に溢れ，船が転覆し死者も出ている．　
○市街は地震災害と複合して混乱したことだろう．　
○東京での大正津波の周期は約60分であり，
　元禄・安政津波も長周期波であったようだ．
○元禄・大正の地震津波は東京湾内では直下型で　
　あるが，遠方の津波が浦賀水道に入射すると，　
　湾口の布良から東京までの伝播時間は約70 分に　　
　なる．
　

　　羽鳥ら（2006）のまとめ

　　元禄・安政地震の津波被害　　



○東京での津波高が2m を超える可能性は低いで
　
　あろう．しかし長周期波が道路に上がれば，漂
　流物が交通障害になる．
○また地震で河川堤防や水門が決壊すれば，標高
　ゼロメートル地帯が長期間冠水する恐れがある．
○津波シミュレーションによれば[相田(1996)]，
　
　東京港内の台場・有明の水路で，流速が2-3m/s 
　に達する試算がある．船舶の避難対策が課題に
　
　なろう．

続き



都の防災対策の取組状況について

◎ 都は、これまでも、首都直下地震などに備えた
　　防災対策を進めるとともに、東日本大震災を
　　踏まえた防災力の強化に取り組んできた。

◎ 今回の被害想定では、震度６強以上のエリアが
　　広がる中、被害の拡大を防いでいるのは、
　　耐震化・不燃化などこれまでの防災対策の成果
　　であると考えられる。

　引き続き、こうした対策を推進するとともに、自助・共
助の取組の強化を図り、さらなる減災を進めていく。



○ 津波対策(東京都）

◆ 大きな被害は生じないと想定されるが、万が一への備えが重要

＜現状＞
・東京湾の沿岸部や低地帯において、伊勢湾台風級の高潮に
　対応する防潮堤等を整備（Ｔ.Ｐ.3.5ｍ以上の高さがあり、津波・
　高潮を防御可能）
・津波・高潮などの発災時には遠隔操作等により水門を開閉

＜主な対策＞・・・・・ 水門・堤防などの耐震化等の推進
・水門・排水機場等の耐震・耐水対策の推進、　河川・海岸の
　　堤防等の耐震化を推進
・ 高潮対策センターの二拠点化により相互バックアップを図るなど、
　　発災時における水門の操作機能を強化



　　　　　私のまとめ

対策→　１）過去の地震・津波災害を解析し、将来を予測する。
　　　　２）現在の科学技術を駆使して予測する。

地震→　１）何れの想定地震でも震度6以上の揺れが予想される。
　　　　２）建物の破壊、火事に対する万全の対応。

津波→　１）過去の地震による津波、数値的な予測のいずれに
　　　　　　おいても、湾奥では、津波は最大でも2m程度である。
　　　　２）元禄型地震津波が最大になるが、その場合は東京湾口で
　　　　　　発生して、湾奥に達するまで少なくとも、40～50分
　　　　　　要するので、湾口での津波情報を聞いて対処できる。
　　　　３）避難する場として強固なビルが敵しており、ビルの
　　　　　　2～3階に避難すれば、被害に遭わない。
　　　　４）地下に津波の一部が侵入する可能性があるので、
　　　　　　蓄電池等の海水に弱い物は置かない。
　　　　５）津波は一度起こると繰り返し起こるので、津波警報が
　　　　　　解除されるまで避難を継続する。　
　　　　　　



ご清聴ありがとうございました。

東京海洋大学品川キャンパス　雲鷹丸
船体の傷みがひどいため、改修工事を計画中。
皆さんからのご寄付をお願いいたします。




	資料１
	1/20
	2/20
	3/20
	4/20
	5/20
	6/20
	7/20
	8/20
	9/20
	10/20
	11/20
	12/20
	13/20
	14/20
	15/20
	16/20
	17/20
	18/20
	19/20
	20/20

	資料2
	1/20
	2/20
	3/20
	4/20
	5/20
	6/20
	7/20
	8/20
	9/20
	10/20
	11/20
	12/20
	13/20
	14/20
	15/20
	16/20
	17/20
	18/20
	19/20
	20/20


